
『宗国史｣に見る伊賀国無足人制度

は
じ
め
に

藤
堂
高
虎
は
、
そ
の
生
涯
で
、
浅
井
長
政
、
阿
閉
貞
征
、
磯
野
員
昌
、
織
田
信
澄
、

羽
柴
秀
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
と
七
度
も
主
君
を
変
え
（
そ
の
こ
と
自
体
は
戦

国
時
代
に
お
い
て
、
さ
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
）
そ
の
仕
え
た
先
々
で

重
宝
さ
れ
、
晩
年
に
は
、
徳
川
家
康
の
参
謀
と
し
て
、
徳
川
政
権
の
中
枢
で
活
躍
し

た
男
で
あ
る
。
戦
国
期
に
お
い
て
、
主
君
を
度
々
変
え
、
い
つ
寝
返
る
か
わ
か
ら
な

い
よ
う
な
男
は
、
「
コ
ウ
モ
リ
男
」
や
「
渡
り
奉
公
人
」
等
と
呼
ば
れ
、
そ
の
末
路
は

悲
惨
な
運
命
を
た
ど
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
最
後
ま
で
生
き
残

り
、
功
な
り
名
を
遂
げ
た
高
虎
の
存
在
は
特
異
で
あ
る
。
他
の
同
様
の
戦
国
武
将
と

比
較
す
る
こ
と
で
、
高
虎
の
生
き
方
や
処
世
術
と
い
っ
た
「
実
像
」
が
見
え
て
く
る

（

１

）

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

そ
の
一
方
、
歴
史
上
の
人
物
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
中
国
大
陸
に
端
を
発

す
る
歴
史
書
の
作
法
に
お
い
て
、
「
列
伝
」
と
し
て
一
分
野
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
の
研
究
は
現
在
そ
れ
ほ
ど
盛
ん
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

高
虎
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
信
長
公
記
を
は
じ
め
と
す
る
「
野
史
」
の
な
か

で
描
か
れ
る
高
虎
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
現
時
点
に
い
た
っ
て
も
強
く
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
固
定
観
念
や
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
囚
わ
れ

な
い
た
め
に
も
、
史
料
を
忠
実
に
読
む
こ
と
で
、
そ
の
人
物
像
を
客
観
的
に
書
い
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
高
虎
に
つ
い
て
も
、
史
料
か
ら
丹

念
に
そ
の
人
物
像
を
描
き
な
お
す
作
業
が
必
要
と
な
る
。

さ
て
、
高
虎
に
つ
い
て
の
史
料
状
況
で
あ
る
が
、
彼
の
一
代
記
を
描
い
た
「
高
山

公
実
録
」
、
津
藩
の
初
代
藩
主
藤
堂
高
虎
、
二
代
高
次
、
三
代
高
久
の
三
代
藩
主
の

事
績
を
編
年
集
成
し
た
「
公
室
年
譜
略
」
、
津
藩
の
藩
史
で
あ
る
「
宗
国
史
』
、
伊
賀

城
代
家
老
日
誌
の
『
永
保
記
事
略
』
等
藩
政
初
期
史
料
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

「
宗
国
史
』
に
見
る
伊
賀
国
無
足
人
制
度

田

村

裕

一

れ
ら
の
全
て
が
高
虎
の
死
後
、
津
藩
の
人
間
や
高
虎
の
子
孫
が
書
い
た
、
言
わ
ば
津

藩
の
「
正
史
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
高
虎
の
人
物
像
に
つ

い
て
の
「
美
化
」
な
い
し
「
正
当
化
」
が
そ
の
目
的
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
否
定
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
、
藤
堂
高
虎
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

一
方
、
藤
堂
高
虎
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
高
虎
の
在
郷
支
配
の
在

り
方
で
あ
る
「
無
足
人
制
度
」
に
関
心
を
抱
く
に
至
っ
た
。
無
足
人
制
度
は
、
他
藩

で
い
う
郷
士
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
章
で
述
べ
る
が
、
無
足
人
制
度
は
、
そ

の
成
り
立
ち
も
背
景
も
構
成
員
も
他
の
郷
士
制
度
と
は
一
線
を
画
し
、
津
藩
独
自
の

郷
士
制
度
と
し
て
特
異
な
制
度
で
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
津
藩
の
藩
史
で
あ
る
『
宗
国
史
」
の
中
か
ら
無
足
人
及
び
そ
れ

に
関
連
し
た
史
料
を
抽
出
し
、
無
足
人
制
度
の
制
度
的
側
面
、
具
体
的
に
は
役
職
毎

階
層
毎
に
お
け
る
無
足
人
の
特
権
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
無
足
人
の

「
実
像
」
の
一
側
面
を
検
証
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
無
足
人
の
実
像
に
つ
い
て
は
、

特
に
、
深
く
考
察
し
て
い
く
。
ま
た
こ
う
し
た
分
析
に
よ
っ
て
、
正
史
に
現
れ
ぬ
高

虎
の
一
面
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

｜
、
伊
賀
国
無
足
人
制
度
の
成
立

無
足
人
の
語
義

こ
の
節
で
は
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
「
無
足
人
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る

の
か
、
そ
の
一
般
的
な
語
義
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
お
く
。
無
足
人
と
い
う
歴
史
用

語
は
、
無
足
と
い
う
語
が
中
世
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
き
わ
め
て
近
世
的
で
あ

（
２
）

る

。

江
戸
時
代
後
期
の
学
者
星
野
常
富
の
「
国
郡
管
轄
考
」
に
は
「
給
人
は
土
地
を
給
ふ

の
意
、
無
足
は
蔵
米
給
に
て
土
地
を
た
ま
は
ら
ざ
る
を
い
ふ
也
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

給
人
は
所
付
知
行
地
を
給
与
さ
れ
た
者
で
あ
り
、
無
足
人
は
蔵
米
給
で
土
地
を
持
た

な
い
者
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
江
戸
時
代
の
一
般
的
な
無
足
人
の
意
味
で
あ
る
と
い

鴎
え
卜
守
つ
。

こ
れ
に
対
し
て
、
津
藩
に
お
け
る
無
足
人
の
語
義
は
、
「
宗
国
史
」
の
「
宝
永
年
中

録
進
将
士
斑
籍
家
中
役
人
座
席
之
覚
」
の
無
足
人
頭
の
史
料
に
「
俗
謂
無
俸
祗
而
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供
公
用
、
爲
無
足
」
、
つ
ま
り
「
俸
禄
を
与
え
ず
に
、
公
用
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
無

足
と
言
う
」
と
し
て
、
あ
く
ま
で
身
分
は
農
民
で
あ
り
、
耕
作
す
る
田
地
を
有
す
る

が
、
士
分
並
み
の
家
格
を
許
さ
れ
て
い
た
、
す
な
わ
ち
郷
士
で
あ
っ
た
。
無
足
人
は

下
級
武
士
と
い
う
の
が
江
戸
時
代
の
一
般
的
な
概
念
で
あ
る
の
で
、
士
分
並
み
の
待

遇
・
特
権
を
持
つ
郷
士
を
津
藩
で
は
、
無
足
人
と
呼
ん
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
無
足
人

頭
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
俸
禄
に
関
し
て
矛
盾
点
・
疑
問
点
が
散
見
さ
れ
る
の
で
、

第
二
章
で
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

伊
賀
国
無
足
人
の
研
究
史

伊
賀
国
無
足
人
研
究
の
先
達
者
は
寺
尾
宏
二
氏
で
あ
る
。
寺
尾
氏
は
、
昭
和
二

年
、
一
二
月
号
の
「
経
済
史
研
究
」
第
一
六
巻
の
四
、
六
号
で
「
無
足
人
の
研
究
ｌ
藤

堂
藩
の
郷
士
制
度
、
特
に
伊
賀
国
に
於
け
る
」
と
い
う
論
考
を
発
表
し
た
。
こ
の
中

で
、
寺
尾
氏
は
「
無
足
」
の
語
意
に
つ
い
て
す
で
に
、
無
足
は
無
職
な
ら
ん
と
推
測
・

考
察
さ
れ
て
お
り
、
職
は
得
分
な
る
こ
と
を
主
張
さ
れ
て
い
た
。
久
保
文
武
氏
は
、

寺
尾
氏
に
つ
い
て
、
「
無
足
の
原
義
に
お
い
て
用
い
た
史
料
が
異
な
る
た
め
、
若
干

（

３

）

推
論
が
異
な
る
が
、
大
き
く
対
立
す
る
よ
う
な
所
は
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
、
伊
賀
国
無
足
人
に
つ
い
て
、
初
め
て
体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
著
書
が
久
保

文
武
氏
の
「
伊
賀
国
無
足
人
の
研
究
』
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
も
森
岡
清
美
氏
が
「
伊

賀
郷
土
史
研
究
会
誌
」
第
三
号
で
「
伊
賀
藩
無
足
人
制
度
の
諸
問
題
」
と
い
う
論
考
を

発
表
さ
れ
、
無
足
人
の
本
質
、
無
足
人
の
特
権
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
無

足
人
頭
と
薮
廻
り
無
足
人
が
ど
の
階
層
（
御
目
見
無
足
人
と
平
無
足
人
）
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
若
干
見
解
が
異
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
無
足
人
研
究
の
先
行
研
究
は
あ
ま
り
多
い
と
は
言
え
な
い
の

で
、
そ
の
中
か
ら
最
新
の
研
究
を
見
つ
け
、
そ
の
論
点
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
見
極

め
、
現
在
無
足
人
を
研
究
す
る
意
義
を
見
つ
け
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

無
足
人
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
近
世
の
在
郷
支
配
や
と
他
藩
の
郷
士
制
度
と
も

絡
め
て
研
究
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

『
宗
国
史
』
の
史
料
的
性
格

「
宗
国
史
」
は
、
伊
勢
国
津
藩
の
藩
史
で
あ
る
。
編
纂
者
は
、
初
代
藩
主
藤
堂
高

虎
の
異
母
弟
藤
堂
出
雲
高
清
よ
り
六
代
目
の
出
雲
高
文
で
あ
る
。
寛
延
四
（
一
七
五

二
年
に
自
序
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
高
文
が
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
に
没

し
、
未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
。
校
訂
者
は
、
高
文
の
弟
高
周
（
た
か
か
ぬ
）
の
六
子
で
、

出
雲
家
九
代
目
を
継
い
だ
高
芥
（
た
か
か
）
。
伊
賀
城
代
家
老
日
記
の
『
永
保
記
事
略
』

『
庁
事
類
編
」
と
と
も
に
、
津
藩
の
三
大
史
書
と
言
わ
れ
て
い
る
。
初
代
藩
主
高
虎
・

二
代
高
次
・
三
代
高
久
の
事
績
、
一
族
功
臣
の
年
譜
・
小
伝
、
書
状
・
触
書
・
禁
令
・

村
別
人
口
・
戸
数
・
寺
社
・
牛
馬
数
．
舟
数
・
知
行
・
石
高
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
写
本
は
、
藤
堂
本
家
、
藩
校
有
造
館
、
支
校
伊
賀
上
野
の
崇
広
堂
な
ど
に
保
存

さ
れ
て
い
た
。
明
治
二
○
（
一
八
八
七
）
年
に
そ
の
一
部
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
に
お
い
て
筆
写
さ
れ
た
。
崇
広
堂
の
写
本
三
二
冊
は
無
事
残
っ
て
い
る
が
（
三
重

県
上
野
市
立
図
書
館
）
、
そ
の
他
は
昭
和
二
○
（
一
九
四
五
）
年
の
戦
災
で
焼
失
し
た
。

昭
和
七
年
ま
で
に
集
め
た
原
稿
を
基
礎
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
『
津
市
史
』
三
（
昭
和
三

六
年
）
に
よ
れ
ば
、
『
宗
国
史
』
は
全
部
で
百
二
巻
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
藤

堂
高
文
の
墓
碑
文
で
は
、
「
私
撰
宗
国
史
一
百
」
、
高
文
系
図
で
は
七
○
巻
と
さ
れ
て

お
り
、
構
成
の
細
部
に
つ
い
て
は
検
討
す
べ
き
点
が
残
っ
て
い
る
。
昭
和
一
六
年
上

野
町
教
育
委
員
会
が
公
刊
し
た
が
、
津
市
に
あ
っ
た
史
料
原
本
は
、
戦
災
に
よ
り
失

わ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
五
四
年
～
五
六
年
、
欠
落
部
を
訂
正
し
さ
ら
に
新
史
料
に
よ

っ
て
若
干
増
補
し
た
も
の
が
上
野
市
古
文
献
刊
行
会
に
よ
り
刊
行
さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

伊
賀
国
無
足
人
制
度
成
立
の
背
景

津
藩
は
、
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
の
時
に
、
幕
府
が
領
地
判
物
と
目
録
を
一
斉
に
発

給
し
た
「
寛
文
印
知
」
（
寛
文
四
年
）
に
よ
る
と
、
伊
賀
一
国
一
○
万
石
余
、
伊
勢
国

八
郡
一
七
万
石
余
、
山
城
国
相
楽
郡
一
万
石
弱
、
大
和
国
四
郡
四
万
石
余
、
下
総
国

の
香
取
郡
に
三
○
○
○
石
、
都
合
三
二
万
三
九
五
○
石
余
に
渡
る
広
大
な
地
域
を
知

行
地
と
し
た
藩
で
あ
る
（
図
二
・
そ
の
中
で
、
無
足
人
制
度
と
い
う
郷
士
制
度
が
、

ま
ず
最
初
に
伊
賀
に
設
置
さ
れ
た
理
由
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
る
。
ま
ず
、
一
つ

目
の
理
由
は
、

一

史

料

二

津
府
ハ
、
土
薄
ク
水
浅
シ
、
伊
賀
、
則
山
路
崎
蛎
、
所
謂
天
嶮
之
国
也
（
以
下

（

４

）

略

）

津
府
は
、
土
が
痩
せ
て
い
て
海
抜
も
低
い
。
伊
賀
は
山
路
が
険
し
く
、
い
わ
ゆ
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『宗国史』に見る伊賀国無足人制度

る

天

嶮

の

国

で

あ

る

。

【
史
料
二
一

十
六
年
、
春
正
月
、
津
城
及
び
上
野
城
を
拓
修
す
、
公
上
野
を
以
っ
て
根
本
と

（

５

）

為

す

十
六
年
、
春
正
月
、
津
城
及
び
上
野
城
を
改
修
す
る
。
公
（
藤
堂
高
虎
）
上
野

を
（
津
藩
の
）
根
本
と
す
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
津
藩
の
最
重
要
拠
点
を
伊
賀
と
す
る
視
点
、
す
な
わ
ち
何
よ
り
も

ま
ず
伊
賀
を
守
る
と
い
う
基
本
方
針
を
藩
主
自
ら
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
基
本
方
針
は
、
徳
川
家
康
が
対
大
坂
方
の
最
前
線
と
し
て
高
虎
を
伊
賀
に
封
じ
た

理
由
と
も
合
致
す
る
。

そ
し
て
、
二
つ
目
の
理
由
は
、
伊
賀
国
の
地
理
的
要
因
で
あ
る
。
伊
賀
一
国
は
全

て
津
藩
の
領
土
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
周
囲
も
北
部
は
、
近
江
の
甲
賀
、
西
部
は
柳
生

藩
、
西
南
方
に
天
領
と
織
田
藩
が
あ
る
が
、
甲
賀
の
多
羅
尾
氏
は
津
藩
と
関
係
が
深

く
、
天
領
も
津
藩
の
管
理
の
も
の
が
多
く
、
柳
生
藩
を
除
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
自
藩

で
囲
ん
で
い
る
形
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
他
藩
の
意
向
を
あ
ま
り
考
慮
す
る
必
要

も
な
く
、
ま
た
他
藩
の
干
渉
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
諸
施
策
を
実
施
で
き
る
国
で
あ

最
後
の
理
由
と
し
て
、
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
伊
賀
国
地
侍
衆
の
状
況
が
考
え

ら
れ
る
。
第
一
次
、
第
二
次
と
続
く
織
田
信
長
の
伊
賀
制
圧
戦
で
あ
る
天
正
伊
賀
の

乱
に
よ
っ
て
、
伊
賀
の
地
侍
衆
は
、
ほ
と
ん
ど
壊
滅
的
な
打
撃
を
被
っ
た
。
こ
の
戦

争
で
、
伊
賀
国
内
の
田
畑
は
焼
き
払
わ
れ
、
没
落
し
た
地
侍
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
在
地
小
領
主
と
し
て
の
、
在
地
土
豪
と
し
て
の
歴
史
的
伝
統
が
完
全
に
死

滅
・
払
拭
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
帰
農
し
た
伊
賀
地
侍
衆
は
、
依
然
と
し
て
多
く

の
下
作
人
、
被
官
百
姓
を
有
し
、
名
実
共
に
村
落
の
指
導
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
武

力
・
土
地
を
失
っ
た
伊
賀
地
侍
衆
も
ま
た
、
宮
座
の
伝
統
や
被
官
と
の
隷
属
関
係
の

中
で
、
指
導
者
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
伊
賀
地
侍
衆
は
、
天
正

伊
賀
の
乱
後
も
依
然
と
し
て
、
侮
れ
な
い
軍
事
力
を
持
ち
、
且
つ
村
落
内
で
は
指
導

者
で
あ
っ
た
。
伊
賀
に
入
封
し
た
藤
堂
高
虎
と
し
て
は
、
治
安
上
に
お
い
て
も
在
郷

支
配
に
お
い
て
も
一
刻
も
早
く
彼
ら
伊
賀
地
侍
衆
を
懐
柔
し
支
配
下
に
置
く
こ
と
は

急
務
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
拠
と
な
る
史
料
と
し
て
『
宗
国
史
』
の
「
国
約
志
民
政
雑
録
」

を
取
り
上
げ
る
。

つ
売
坐
０

こ
の
史
料
は
、
寛
永
七
（
一
六
三
○
）
年
九
月
二
四
日
、
伊
賀
領
の
加
判
奉
行
（
伊

賀
奉
行
）
加
納
藤
左
衛
門
が
江
戸
家
老
藤
堂
四
郎
右
衛
門
へ
伊
賀
の
牢
人
的
地
侍
衆

を
、
ひ
そ
か
に
調
査
し
、
帳
面
を
作
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
加

納
藤
左
衛
門
の
父
加
納
直
成
は
、
伊
予
で
高
虎
に
仕
え
て
従
軍
を
重
ね
、
二
○
○
○

石
を
受
け
る
上
級
家
臣
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
直
成
が
伊
賀
上
野
へ
移
る
そ
の
子

息
で
あ
る
藤
左
衛
門
も
一
八
○
○
石
を
与
え
ら
れ
、
伊
賀
奉
行
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

彼
は
伊
賀
郡
小
波
田
新
田
の
開
発
に
心
血
を
注
い
だ
人
物
で
も
あ
る
。
本
題
に
戻
る

が
、
史
料
中
に
、
二
度
「
ひ
そ
か
に
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
伊
賀

の
牢
人
的
地
侍
に
対
す
る
調
査
及
び
帳
面
作
成
は
、
国
家
機
密
レ
ベ
ル
の
作
業
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
こ
の
史
料
に
は
、
い
く
つ
か
の
疑
問
点
も
あ
る
。
ま

ず
第
一
に
、
「
無
足
人
之
内
能
者
」
Ⅱ
才
能
の
あ
る
人
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
才
能
を
持
っ
た
者
を
指
す
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
対
象

が
無
足
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鉄
砲
に
熟
練
し
て
い
る
者
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
「
よ
き
者
あ
し
き
者
」
と
い
う
表
現
も
抽
象
的
で
何
を
判
断
基
準
と
し
て
、

｛
史
料
三
〕
民

政

雑

録

御
害
頂
戴
仕
候
然
は
伊
賀
国
中
牢
人
引
籠
り
罷
在
候
分
一
在
所
も
不
残
ひ
そ
か

に
吟
味
仕
帳
を
作
り
上
可
申
旨
奉
行
□
口
先
度
改
置
候
得
共
又
為
念
ひ
そ
か
に

吟
味
仕
よ
き
者
あ
し
き
者
改
帳
を
作
り
進
上
可
仕
候
將
又
無
足
人
之
内
能
者
是

又
改
書
上
可
申
候
間
右
之
趣
御
披
露
可
（
被
）
仰
候
恐
憧
謹
言

寛

永

七

年

九

月

廿

四

日

加

納

藤

左

衛

門

（

６

）

藤

堂

四

郎

右

衛

門

殿

書
状
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
伊
賀
国
中
に
は
牢
人
的
地
侍
が
引
き
籠
っ
て
い

る
の
で
、
一
つ
の
在
所
も
残
す
と
こ
ろ
な
く
、
ひ
そ
か
に
調
査
し
て
、
帳
面
を

提
出
す
る
よ
う
申
し
渡
し
て
い
る
が
、
再
度
念
の
為
に
ひ
そ
か
に
（
牢
人
的
地

侍
の
う
ち
）
良
い
者
と
悪
い
者
を
書
き
分
け
た
調
査
書
を
提
出
す
る
よ
う
申
し

渡
し
て
い
る
。
ま
た
、
無
足
人
の
内
能
力
的
に
優
れ
て
い
る
者
（
才
能
の
あ
る
人
）

を
こ
れ
ま
た
改
め
て
書
い
て
提
出
す
る
よ
う
に
申
し
渡
し
て
い
る
。
何
と
ぞ
こ

の
趣
旨
を
殿
に
ご
説
明
申
し
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

寛

永

七

年

九

月

二

四

日

加

納

藤

左

衛

門

藤
堂
四
郎
右
衛
門
殿
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よ
き
者
と
あ
し
き
者
に
選
別
し
て
い
る
の
か
が
不
明
確
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
天

正
伊
賀
の
乱
に
よ
っ
て
、
没
落
し
て
し
ま
っ
た
地
侍
、
土
地
や
財
産
を
失
っ
た
地
侍

の
中
で
、
素
行
が
悪
い
者
や
謀
反
や
一
摸
を
起
こ
し
そ
う
な
者
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
今
回
牢
人
と
い
う
語
を
牽
人
的
地
侍
と
解
釈
し
た
。
こ
れ
は
、
こ

の
寛
永
七
年
と
い
う
時
代
に
、
幕
府
が
、
武
家
諸
法
度
に
違
反
し
た
り
、
末
期
養
子

の
禁
に
背
い
た
り
し
た
大
名
を
容
赦
な
く
次
々
と
改
易
や
転
封
に
処
し
た
結
果
、
激

増
し
た
牢
人
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
伊
賀
国
と
て
例

外
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
代
状
況
も
鑑
み
る
に
、
素
直
に
牢
人
（
こ
の

場
合
は
、
主
君
を
持
た
ず
、
俸
禄
を
失
っ
た
武
士
の
意
）
と
解
釈
し
て
、
他
国
か
ら

流
れ
て
き
た
者
や
そ
の
ま
ま
住
み
着
い
て
し
ま
っ
た
者
を
指
し
て
も
い
い
の
か
と
考

え
て
い
る
が
、
ま
だ
結
論
は
出
て
い
な
い
。

先
に
も
述
べ
た
が
、
伊
賀
の
牢
人
的
地
侍
衆
や
無
足
人
に
対
し
て
、
ひ
そ
か
に
調

査
し
、
帳
面
を
作
っ
た
目
的
は
、
藩
の
治
安
対
策
上
、
牢
人
的
地
侍
衆
や
無
足
人
の

実
数
、
且
つ
ど
の
よ
う
な
人
間
が
い
る
の
か
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
史
料
の
解
釈
に
関
し
て
、
久
保
文
武
氏
は
、
「
こ
こ
で
い
う
無
足
人
と
い
う

（

７

）

言
葉
は
、
無
禄
で
あ
り
、
牢
人
的
地
侍
を
さ
す
」
と
し
て
、
同
じ
く
史
料
中
の
牢
人

と
同
義
語
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
が
、
牢
人
と
無
足
人
は
同
義
語
で
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
後
に
述
べ
る
が
、
寛
永
七
（
一
六
三
○
）
年
よ
り
七
年
前
の
元
和
九
（
一
六
二

三
）
年
の
越
前
戒
厳
の
際
に
、
無
足
人
制
度
の
基
盤
は
既
に
で
き
て
お
り
、
こ
の
史

料
で
言
う
無
足
人
も
軍
事
的
な
関
係
や
在
郷
支
配
に
お
け
る
関
係
等
何
ら
か
の
形
で

藩
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
藩
と
は
全
く
封
建
的
な
関
係
の
な
い
牢

人
的
地
侍
と
は
意
味
合
い
が
違
う
か
ら
だ
。
そ
も
そ
も
牢
人
と
無
足
人
を
同
義
語
で

捉
え
る
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
言
葉
を
言
い
変
え
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て

牢
人
と
無
足
人
は
同
義
語
で
は
な
い
と
解
釈
し
た
。

二
、
無
足
人
の
階
層
と
特
権

無
足
人
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
無
足
人
に
は
様
々
な
階
層
・
役
職
が
存
在
し
た
。

無
足
人
の
階
層
は
、
御
目
見
無
足
人
（
御
供
無
足
人
）
と
平
無
足
人
の
二
階
層
が
あ

り
、
無
足
人
と
名
の
付
く
役
職
は
、
無
足
人
頭
、
藪
廻
り
無
足
人
、
山
廻
り
無
足
人
、

小
波
田
新
田
無
足
人
と
い
く
つ
も
存
在
す
る
。
こ
の
他
に
も
無
足
人
家
で
あ
り
な
が

ら
、
村
里
を
離
れ
て
、
津
藩
に
家
中
奉
公
す
る
無
足
人
も
存
在
し
た
。
彼
ら
は
、
伊

賀
者
、
染
井
詰
無
足
人
、
御
屋
敷
番
、
御
歩
行
、
小
姓
、
茶
坊
主
等
と
し
て
仕
え
た

が
、
い
ず
れ
も
軽
輩
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
森
岡
清
美
氏
は
、
こ
れ
ら
の
「
家

中
奉
公
は
津
政
府
の
無
足
人
に
対
す
る
生
活
保
護
的
な
意
味
を
も
つ
。
」
と
述
べ
て

（

８

）

い
る
。
ま
た
、
無
足
人
の
階
層
・
役
職
毎
に
お
け
る
俸
禄
や
藩
か
ら
認
め
ら
れ
た
特

権
も
様
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
無
足
人
に
つ
い
て
、
『
宗
国
史
』

の
史
料
か
ら
わ
か
る
制
度
や
特
権
、
生
活
の
様
子
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

;,ゲ ノノ
/ ノ~ 三河

1全要

、

、 V近江 ’／
イ

鍾鍵
山､-'.I
雄 し、

露

､

⑤

一

亀:~=醤輔 『

ノ

ブ

Ｌノ

（旧国名のなかでの津藩領、他に下総国香取郡内に一四力村。なお
久居藩は津藩領に含めて示した｡）

（現代の地図上での津藩領域）

図1 津藩領域図

出典：深谷克己｢津藩」(吉川弘文館、二○○二年）
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｢宗国史｣に見る伊賀国無足人制度

無

足

人

頭

「
宗
国
史
」
の
「
職
品
志
」
に
、
「
宝
永
年
中
録
進
将
士
斑
籍
家
中
役
人
座
席
之
覚
」

と
い
う
史
料
が
あ
り
、
藩
の
役
職
を
解
説
し
て
い
る
。
役
職
は
身
分
順
に
書
か
れ
て

お
り
、
後
ろ
の
方
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
軽
輩
の
身
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
無
足

人
頭
は
、
九
三
席
目
で
あ
る
。

〔

史

料

四

］

無

足

人

頭

属
伊
州
主
城
管
下
、
農
兵
也
、
五
員
。
俗
謂
無
俸
祗
而
供
公
用
、
爲
無
足
、
村

里
有
名
之
家
、
報
官
、
自
製
一
副
甲
冑
、
一
根
長
槍
、
則
許
下
帯
両
口
刀
、
別

衆
戸
、
呼
之
日
無
足
人
、
或
日
郷
士
、
越
前
戒
嚴
之
日
、
高
山
公
命
、
募
封
内

農
兵
五
十
名
、
以
葛
原
半
爲
都
頭
、
事
罷
放
還
、
爾
後
命
伊
藩
、
定
此
法
、
樺

農
兵
解
銃
者
百
三
十
名
、
復
租
各
二
包
、
二
十
六
人
爲
一
隊
、
便
五
隊
、
置
頭

（

９

）

目
五
員
、
其
緑
七
包
、
至
十
三
包

無

足

人

頭

伊
賀
国
上
野
城
の
管
轄
下
に
所
属
す
る
農
兵
で
あ
り
、
五
人
い
る
。
俗
に
、

俸
禄
を
与
え
ず
に
、
公
用
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
無
足
と
謂
う
。
村
里
の
有
名
な

家
を
藩
が
任
命
し
、
自
前
で
甲
冑
と
槍
を
有
す
る
。
大
小
両
口
刀
を
帯
び
る
こ

と
を
許
し
、
一
般
百
姓
と
区
別
し
て
、
無
足
人
、
或
い
は
郷
士
と
呼
ぶ
。

越
前
戒
厳
（
の
事
件
）
に
際
し
て
、
高
山
公
（
藤
堂
高
虎
）
が
領
内
か
ら
農
兵

五
十
名
を
募
る
こ
と
を
命
じ
、
葛
原
半
（
葛
原
半
太
夫
）
を
都
頭
と
し
た
。
越

前
戒
厳
の
事
件
が
終
わ
る
に
つ
き
解
散
す
る
。
そ
の
後
伊
賀
藩
に
命
じ
、
此
法

（
無
足
人
制
度
）
を
定
め
、
農
兵
の
う
ち
銃
の
扱
い
に
慣
れ
た
者
（
銃
の
扱
い
が

堪
能
な
者
）
百
三
十
名
を
選
び
、
貢
租
か
ら
各
二
俵
を
返
す
（
与
え
る
）
。
二
十

六
人
を
一
隊
と
な
し
、
全
部
で
五
隊
。
頭
目
を
五
人
置
き
、
其
の
俸
禄
は
七
俵

か
ら
十
三
俵
ま
で
で
あ
る
。

こ
れ
を
ま
と
め
る
と
、

①
無
足
人
頭
は
、
伊
賀
国
上
野
城
城
代
藤
堂
采
女
配
下
の
農
兵
で
あ
り
、
五
人
い
る
。

（

組

織

）

②
一
般
的
に
、
俸
禄
を
与
え
ず
に
、
公
用
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
無
足
と
言
う
。
（
無

足

の

語

義

）

③
村
里
の
有
名
な
家
の
者
か
ら
任
命
さ
れ
、
自
前
で
槍
甲
冑
を
保
持
す
る
者
。
（
資
格
）

④
一
般
百
姓
と
区
別
さ
れ
、
大
小
両
刀
を
帯
刀
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。
（
特
権
）

⑤
越
前
戒
厳
の
時
、
高
虎
が
命
じ
て
、
領
内
か
ら
農
兵
五
○
名
を
選
び
、
葛
原
半
太

夫
を
頭
と
し
て
組
織
し
、
事
件
の
後
、
一
旦
解
散
す
る
が
、
そ
の
後
伊
賀
藩
に
命

じ
て
、
こ
の
制
度
を
設
置
し
た
。
（
起
源
）

⑥
農
兵
の
中
か
ら
銃
の
扱
い
が
堪
能
な
者
百
三
○
名
を
選
び
、
二
六
人
を
一
隊
と
な

し
、
全
部
で
五
隊
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
俸
禄
は
二
表
で
あ
る
。
（
構
成
員
と

そ

の

俸

禄

）

⑦
無
足
人
頭
の
俸
禄
は
七
俵
か
ら
一
三
俵
ま
で
で
あ
る
。
（
無
足
人
頭
の
俸
禄
）

と
な
る
。
こ
の
史
料
の
解
釈
に
関
し
て
、
森
岡
清
美
氏
は
、
論
考
「
伊
賀
藩
無
足
人

制
度
の
諸
問
題
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
無
足
人
と
は
次
の
属
性
を
有
す
る
社
会
層
で
あ
る
。

仙
居
村
に
お
い
て
は
「
村
里
有
名
之
家
」
で
あ
る
。

②
藩
に
対
し
て
は
「
無
俸
緑
而
供
公
用
」
す
る
。

⑧
「
報
官
、
自
製
一
副
甲
冑
、
一
根
長
槍
」
し
て
右
の
公
用
に
備
え
る
。

㈱
そ
の
た
め
藩
に
よ
っ
て
「
帯
両
口
刀
」
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
「
別
衆
戸
」
し
た
取
扱

い
を
う
け
る
。

藤
堂
藩
の
機
構
に
あ
み
こ
ま
れ
た
制
度
と
し
て
の
無
足
人
に
と
っ
て
、
⑪
は
い
わ
ば

前
提
条
件
、
②
は
必
要
条
件
、
③
は
②
の
核
心
的
内
容
、
側
は
②
の
結
果
だ
と
み
ら

れ
る
か
ら
、
側
は
最
も
重
要
で
あ
り
、
若
し
之
が
満
た
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、
①
の

条
件
を
具
備
す
る
も
の
と
錐
も
い
の
待
遇
を
剥
奪
さ
れ
た
。
②
の
公
用
と
は
庄
屋
・

大
庄
屋
等
の
地
方
官
僚
と
し
て
果
た
す
役
目
で
は
な
く
、
③
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
通

り
軍
用
で
あ
っ
た
。
無
足
人
が
伊
賀
藩
制
の
な
か
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
事
の
起
り
は

農
兵
と
し
て
の
軍
用
で
あ
り
、
こ
の
任
務
が
後
に
至
る
ま
で
無
足
人
の
性
格
を
規
定

（

州

）

し
た
の
で
あ
る
」
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
史
料
の
ま
と
め
に
つ
い
て
、
一
つ
一
つ
考
察
し
て
い
こ
う
と
思

う
。
①
の
上
野
城
城
代
藤
堂
采
女
は
、
旧
姓
を
保
田
元
則
と
言
い
、
伊
賀
国
予
野
庄

の
土
豪
千
賀
地
家
の
出
身
で
あ
る
。
千
賀
地
家
は
、
伊
賀
最
大
の
名
族
服
部
一
族
の

流
れ
を
汲
む
名
家
で
あ
る
。
保
田
元
則
は
若
い
頃
、
増
田
長
盛
に
仕
え
た
が
、
慶
長

六
（
一
六
○
二
年
、
高
虎
が
伊
予
国
板
嶋
に
い
た
時
、
召
し
出
さ
れ
知
行
一
五
○

○
余
石
を
拝
領
し
た
。
越
前
戒
厳
の
際
は
、
先
手
侍
大
将
と
し
て
、
五
○
騎
の
組
下

の
侍
と
自
分
自
身
の
家
来
を
率
い
て
備
え
た
。
そ
し
て
、
寛
永
一
七
二
六
四
○
）
年
、
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伊
賀
上
野
城
代
職
に
任
じ
ら
れ
、
以
後
藤
堂
采
女
家
の
世
襲
と
な
っ
た
。
伊
賀
に
い

た
頃
の
保
田
元
則
の
実
力
や
地
位
は
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
名
族
服
部
一

族
の
流
れ
を
汲
む
こ
と
か
ら
伊
賀
地
侍
衆
に
対
し
て
、
あ
る
程
度
影
響
力
は
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
藤
堂
采
女
が
伊
賀
城
代
に
任
じ
ら
れ
、
無
足
人
頭
を
配

下
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
②
だ
が
、
こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
②
で
、
俸
禄
を
与
え
ず
に
、
公

用
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
無
足
と
言
う
と
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
⑥
、
⑦
を
見
る
と
無

足
人
頭
及
び
そ
の
配
下
の
無
足
人
に
つ
い
て
、
そ
の
俸
禄
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
森
岡
清
美
氏
に
よ
る
と
、
「
無

俸
祗
と
は
そ
れ
を
も
っ
て
生
計
を
た
て
う
る
ほ
ど
の
給
与
な
く
し
て
の
意
味
と
解
す

べ
き
で
あ
」
り
、
配
下
の
無
足
人
に
つ
い
て
も
「
復
租
各
二
包
（
貢
租
か
ら
各
二
俵
を

（

Ⅲ

）

返
す
）
」
は
「
弁
当
料
程
度
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
無
足
人
は
、
全
く
の
無
報

酬
で
公
用
に
奉
仕
し
た
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
俸
禄
だ
け
で
、
生
活
を
営
む
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
無
足
人
頭
は
、
世
襲
制
で
あ
り
、
「
宝
永
年
中
録
進
将
士
斑
籍

家
中
役
人
座
席
之
覚
」
に
も
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、
津
藩
の
家
中
奉
公
人
と

し
て
家
禄
を
食
ん
で
い
た
が
、
一
般
の
無
足
人
は
、
そ
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
地

下
の
百
姓
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

③
に
つ
い
て
だ
が
、
ま
ず
「
村
里
有
名
之
家
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人

達
を
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
村
里
有
名
之
家
」
に
は
、
筋
有
り
（
侍
筋
）
の
旧
家

と
金
穀
を
藩
の
た
め
に
用
意
し
た
り
、
村
落
に
お
い
て
多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た
新
興

勢
力
と
で
も
言
う
べ
き
筋
無
き
（
侍
筋
で
は
な
い
）
実
力
家
の
二
つ
の
要
素
が
あ
っ

た
。
筋
有
り
村
里
有
名
の
家
に
は
、
伊
賀
を
最
初
に
支
配
し
た
筒
井
氏
の
家
臣
で
あ

っ
た
家
筋
の
者
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
筒
井
定
次
は
自
ら
の
家
臣
団
を
率
い
て

入
国
し
、
罪
を
得
て
改
易
さ
れ
る
と
、
そ
の
家
臣
団
は
四
散
し
た
と
い
う
。
そ
の
た

め
、
大
部
分
は
筒
井
定
次
入
国
以
前
よ
り
土
着
し
て
い
た
地
侍
衆
で
あ
っ
た
。
藩
制

初
期
に
お
い
て
は
、
無
足
人
は
圧
倒
的
に
前
者
の
方
が
多
か
っ
た
が
、
後
期
以
後
、

幕
末
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
後
者
の
比
率
が
急
激
に
増
加
し
た
。

⑤
の
越
前
戒
厳
と
は
、
将
軍
徳
川
秀
忠
が
、
元
和
九
（
一
六
二
三
）
年
二
月
、
越

前
福
井
六
七
万
石
松
平
忠
直
を
豊
後
（
大
分
県
）
に
配
流
し
た
事
件
で
あ
る
。
忠
直

配
流
に
際
し
て
、
忠
直
が
兵
を
起
こ
す
の
を
警
戒
し
て
、
秀
忠
の
内
意
を
受
け
た
大

名
が
出
陣
の
用
意
を
し
た
。
高
虎
は
そ
の
先
鋒
に
任
じ
ら
れ
、
ま
ず
、
子
高
次
を
津

に
帰
し
て
兵
備
を
整
え
さ
せ
た
。
「
宗
国
史
」
の
「
兵
賦
志
越
前
戒
嚴
簿
書
」
に
よ

る
と
、
一
史
料
五
］

越

前

戒

嚴

簿

書

軍

法

之

定

一
、
先
手
之
鉄
砲
大
將

二

萬

石

藤

堂

式

部

銃

卒

六

十

人

千

五

百

石

澤

田

但

馬

同

上

千

石

中

村

源

左

衞

門

銃

卒

四

十

人

二

千

五

百

石

梅

原

少

右

衞

門

銃

卒

六

十

人

千

石

宿

毛

甚

左

衞

門

銃

卒

四

十

人

千

石

白

井

久

兵

衞

銃

卒

四

十

人

合

鉄

砲

大

將

六

人

鉄

砲

三

百

挺

一

、

先

手

侍

大

將

二

萬

石

藤

堂

宮

内

少

輔

騎

馬

四

十

騎

二

萬

石

藤

堂

與

右

衞

門

騎

馬

五

十

騎

組

下

之

侍

井

自

分

家

來

共

二

萬

石

藤

堂

式

部

少

輔

騎

馬

同

上

二

萬

石

藤

堂

采

女

同

上

二
萬
五
千
石
蒲
生
源
三
郎
騎
馬
三
十
騎
組
下
之
侍
井
自
分
家
來
共

二

萬

石

小

森

伊

豆

騎

馬

二

十

騎

組

下

之

侍

井

自

分

家

來

共

一

萬

石

湯

淺

右

近

同

上

合

侍

大

將

七

騎

惣

騎

馬

三

百

騎

内

二

百

騎

組

下

之

侍

知

行

高

十

二

萬

二

千

石

一

、

籏

奉

行

藤

掛

勘

十

郎

野

依

清

右

衞

門

磯

野

右

近

苗

村

石

見

合

四

騎

一

、

二

番

備

鉄

砲

頭

三

千

石

藤

堂

右

京

鉄

砲

六

十

人

千

石

野

崎

新

平

同

三

十

人
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千

石

村

井

惣

兵

衞

同

三

十

人

千

石

吉

田

貞

右

衞

門

同

三

十

人

千

石

高

橋

甚

内

同

三

十

人

千

石

菊

川

源

太

郎

同

三

十

人

千

石

百

々

太

郎

兵

衞

同

~

三

十

人

合

七

騎

鉄

砲

數

合

二

百

四

十

挺

知

行

高

合

九

千

石

一
、
中
備

二
万
石
藤
堂
仁
右
衞
門
騎
馬
四
十
騎
組
下
之
侍
井
自
分
家
來
共

四
千
五
百
石
藤
堂
主
膳
騎
馬
三
十
騎
組
下
之
侍
井
自
分
家
來
共

五

千

石

藤

堂

玄

蕃

騎

馬

八

騎

自

分

家

來

五

千

石

藤

堂

新

七

郎

同

上

三

千

石

藤

堂

勘

解

由

弓

大

將

騎

馬

弓

二

十

騎

歩

行

弓

二

十

人

二

千

石

主

殿

助

同

上

弓

大

將

二

騎

總
騎
馬
百
二
十
六
騎
内
組
下
之
侍
九
十
五
騎

知
行
高
合
四
万
八
千
五
百
石
馬
上
弓
組
之
知
行
共

一
、
鑓
奉
行

服

部

竹

助

堀

彦

八

郎

山

中

兵

助

宮

部

勘

左

衞

門

合

四

騎

一
、
小
指
物
奉
行

藪

田

清

右

衞

門

瀧

岡

助

左

衞

門

櫻

木

彌

十

郎

勝

山

金

三

郎

合

四

騎

一
、
籏
本
備

三

千

石

藤

堂

内

匠

騎

馬

三

十

五

騎

組

下

之

侍

井

自

分

家

來

共

二

千

石

須

知

主

水

同

上

千

五

百

石

藤

堂

孫

八

郎

騎

馬

不

詳

合
侍
大
將
四
騎

母

衣

組

千

五

百

石

大

津

傅

十

郎

千

五

百

石

坂

井

外

記

千

五

百

石

花

崎

左

京

二

千

五

百

石

澤

田

平

大

夫

千

石

柏

原

新

兵

衞

千

五

百

石

堀

伊

織

千

五

百

石

矢

倉

大

右

衞

門

千

五

百

石

落

合

左

近

大

小

姓

組

四

十

騎

知

行

高

一

万

二

千

石

小

兒

姓

組

二

十

騎

知

行

高

五

千

石

合

旗

本

備

侍

大

將

三

騎

母

衣

組

六

十

騎

小

姓

組

六

十

騎

高

合

騎

馬

百

三

十

騎

内

組

之

侍

五

十

五

騎

鉄

砲

四

百

六

十

挺

母

衣

八

十

馳

知
行
高
合
三
万
千
七
百
五
十
石

内
一
萬
三
千
七
百
五
十
石
組
附
之
侍
五
十
五
十
之
知
行

總
騎
馬
合
五
百
八
十
騎

總
鉄
砲
合
千
挺

總
弓
合
八
十
張

總
母
衣
合
八
十
馳

總
知
行
高
合
二
十
八
万
六
千
九
百
石

以

上

役

儀

之

覺

一
、
家
中
知
行
取
五
百
石
二
馬
壹
疋
宛
之
事
但
千
五
百
石
ョ
リ
下
ハ
手
前
之

乘

馬

迫

タ

ル

ベ

ク

事

一
、
百
石
二
一
人
半
役
之
事

一
、
馬
壹
疋
二
銀
子
二
百
匁
カ
シ
可
申
候
事

一
、
百
石
二
五
石
宛
カ
シ
米
可
仕
事

一
、
切
米
ハ
イ
ッ
モ
ノ
カ
シ
米
ノ
ゴ
ト
ク
相
渡
可
申
候
事

以

上

右
之
通
米
ハ
伊
賀
ニ
テ
カ
シ
可
申
候
銀
子
ハ
津
二
有
之
銀
子
之
内
ニ
テ
渡
シ
可
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申
候
委
細
ハ
主
殿
口
上
二
可
申
候
者
也

元

和

九

年

正

月

二

十

日

御

判

御

印

判

藤

堂

式

部

殿

藤

堂

采

女

殿

石

田

清

兵

衞

殿

中

小

路

五

郎

右

衞

門

殿

百

々

太

郎

兵

衞

殿

（

吃

）

加

納

藤

左

衞

門

殿

そ
の
兵
力
と
し
て
、
先
手
の
鉄
砲
大
將
の
藤
堂
式
部
が
二
万
石
の
格
式
と
し
て
の
軍

役
を
用
意
、
以
下
五
人
の
鉄
砲
大
將
、
四
○
人
よ
り
六
○
人
の
銃
卒
三
○
○
挺
・
二

番
備
鉄
砲
隊
七
騎
・
合
二
四
○
挺
、
他
に
母
衣
組
の
鉄
砲
四
六
○
挺
、
総
鉄
砲
一
○

○
○
挺
、
総
騎
馬
五
八
○
騎
、
総
弓
八
○
張
、
総
勢
で
一
七
○
○
近
く
と
い
う
大
規

模
な
陣
容
で
あ
っ
た
。
【
史
料
四
一
の
無
足
人
頭
の
内
容
か
ら
、
こ
の
時
、
葛
原
半
太

夫
を
頭
と
し
て
農
兵
五
○
人
が
組
織
さ
れ
た
が
、
越
前
戒
嚴
簿
書
に
記
載
は
な
く
、

ど
こ
に
配
置
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
久
保
文
武
氏
は
、
「
農

兵
と
い
う
こ
と
で
、
簿
外
の
戦
闘
要
員
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
や
は
り
、
こ
の

時
組
織
さ
れ
た
葛
原
半
太
夫
以
下
五
十
人
の
農
兵
は
あ
く
ま
で
予
備
兵
力
に
過
ぎ
な

（

画

）

か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
非
常
に
重

要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
、
元
和
九
（
一
六
二
三
）
年
の
越
前
戒
厳
の

時
点
で
は
、
津
藩
に
お
い
て
、
ま
だ
無
足
人
と
い
う
組
織
（
呼
称
も
含
め
て
）
が
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
実
際
に
は
出
陣

し
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
葛
原
半
太
夫
以
下
五
○
人
も
組
織
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
正
規
の
軍
名
簿
に
そ
の
記
載
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
点
で
の

無
足
人
の
前
身
と
し
て
の
農
兵
の
在
り
方
、
扱
わ
れ
方
、
身
分
を
示
す
材
料
と
な
り

う
る
か
ら
で
あ
る
。

薮
廻
り
無
足
人

結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
薮
廻
り
無
足
人
と
は
、
第
一
節
で
述
べ
た
「
宝
永
年
中
録

進
将
士
斑
籍
家
中
役
人
座
席
之
覚
」
の
無
足
人
頭
の
「
捧
農
兵
解
銃
者
百
三
十
名
、

復
租
各
二
包
、
二
十
六
人
爲
一
隊
、
便
五
隊
」
の
者
達
で
あ
る
。
薮
廻
り
無
足
人
は
、

鉄
砲
無
足
人
で
あ
り
、
幕
末
に
は
「
郷
鉄
砲
」
と
い
う
名
称
に
改
名
さ
れ
、
民
兵
と

「
土
兵
條
」
に
見
る
無
足
人
の
特
権

こ
の
節
で
は
、
「
宗
国
史
』
の
「
土
兵
條
」
の
史
料
を
基
に
、
無
足
人
の
具
体
的
な

特
権
に
つ
い
て
一
つ
一
つ
見
て
い
く
。
ま
ず
、
無
足
人
の
衣
服
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

し
て
伊
賀
一
円
の
平
無
足
人
を
も
挙
げ
て
組
織
さ
れ
、
大
和
天
誹
組
、
鳥
羽
・
伏
見

（

Ｍ

）

の
戦
い
、
以
後
の
東
征
に
参
加
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
薮
廻
り
無
足

人
に
は
、
鉄
砲
の
習
熟
が
要
求
さ
れ
た
。

【
史
料
六
一

鉄

砲

稽

古

玉

薬

渡

事

一
、
薬
九
貫
三
百
六
十
目

藪
廻
り
無
足
人
百
三
十
人
四
ヶ
月
分
一
ヶ
月
に
六
日
之
稽
古
、
一
人
に
薬
三

匁

、

但

三

放

分

一

放

分

一

匁

也

一

、

玉

六

千

二

百

四

十

右
同
断
一
日
に
玉
弐
つ
宛
三
放
の
内
壱
つ
い
か
へ
し

一

，

薬

七

貫

弐

百

目

新
田
鉄
砲
百
人
一
ヶ
月
六
日
之
稽
古
、
一
人
に
付
三
放
宛

一

、

玉

四

千

八

百

右

同

断

右
之
玉
薬
御
国
無
足
人
頭
新
田
鉄
砲
之
小
頭
手
形
に
て
渡
ス
、
但
武
具
奉
行
衆

（

脂

）

宛
所
之
手
形
に
奉
行
裏
判
出
ス

こ
れ
に
よ
る
と
、
藪
廻
り
無
足
人
は
一
年
の
内
の
四
ヶ
月
間
、
し
か
も
一
ヶ
月
の
内

六
日
間
は
、
農
作
業
を
手
放
し
、
鉄
砲
の
稽
古
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

全
部
で
二
四
日
間
で
あ
る
。
し
か
し
、
面
白
い
こ
と
に
、
鉄
砲
の
稽
古
と
言
っ
て
も

実
際
に
発
砲
で
き
る
の
は
三
発
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
毎
年
二
月
一
四
日
、

一
五
日
に
は
、
伊
賀
城
代
藤
堂
采
女
方
の
射
場
に
お
い
て
、
奉
行
・
大
横
目
列
座
の

中
で
調
練
の
査
察
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
玉
薬
の
受
け
取
り
は
、
手
形
に
て
無
足
人

頭
の
み
が
行
え
た
と
い
う
点
に
も
注
意
し
た
い
。
第
三
章
の
第
一
節
で
述
べ
る
が
、

伊
賀
国
に
は
烏
之
法
度
と
い
う
法
律
が
あ
り
、
み
だ
り
に
鉄
砲
を
使
用
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
禁
令
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
を
監
視
す
る
の
は
、
鳥
目
付
と
呼
ば

れ
る
伊
賀
者
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
そ
れ
だ
け
鉄
砲
い
う
武
器
が
危
険

視
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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｢宗国史』に見る伊賀国無足人制度

【

史

料

七

一

一
刀
指
候
無
足
人
之
衣
類
大
庄
屋
同
前
た
る
へ
し
同
妻
女
之
衣
類
右
同
前
其
外

之

百

姓

は

御

制

法

可

相

守

事

天

和

三

年

十

一

月

七

日

十

一

ヶ

條

内

三

郎

左

エ

門

（

肥

）

~

安

左

エ

門

一
刀
を
指
し
て
い
る
（
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
る
）
無
足
人
の
衣
類
は
、
大
庄
屋

と
同
じ
と
す
る
。
刀
を
指
し
て
い
る
無
足
人
の
妻
女
の
衣
類
も
右
に
同
じ
く

大
庄
屋
の
（
妻
女
の
）
衣
類
と
同
じ
と
す
る
。
其
の
外
の
百
姓
は
、
御
制
法

を

守

る

よ

う

に

す

る

事

。

天

和

三

年

十

一

月

七

日

十

一

ヶ

條

内

三

郎

左

エ

門

安

左

エ

門

こ
の
史
料
は
、
無
足
人
の
衣
類
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
帯
刀
を

許
さ
れ
て
い
る
無
足
人
及
び
そ
の
妻
女
は
大
庄
屋
と
そ
の
妻
女
の
衣
類
と
同
じ
よ
う

に
す
る
と
あ
る
。
大
庄
屋
の
服
装
の
規
定
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
村
役
人
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
大
庄
屋
と
同
じ
と
い
う
こ
と
は
、
か
な
り
良
い
服
装

を
許
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
裏
を
返
せ
ば
、
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
る
無
足
人
は
、

村
落
内
に
お
い
て
大
庄
屋
と
同
等
の
地
位
で
あ
り
、
財
力
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
其
外
之
百
姓
は
御
制
法
可
相
守
事
」
と
あ
る
の
は
、
「
宝

永
年
中
録
進
将
士
斑
籍
家
中
役
人
座
席
之
覚
」
の
無
足
人
頭
の
史
料
中
の
「
別
衆

戸
」
の
具
体
的
事
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一

史

料

八

一

覚

一
御
目
見
無
足
人
八
拾
四
人
ハ
格
別
之
者
二
候
間
刀
許
之
候
衣
服
紬
可
着
之
他

所
へ
蓼
候
時
ハ
絹
も
心
次
第
二
着
用
可
仕
候
此
旨
可
申
渡
也

（

叩

）

元

祗

三

年

七

月

十

九

日

同

上

一
御
目
見
無
足
人
八
十
四
人
は
格
別
（
特
別
）
な
者
で
あ
る
の
で
、
刀
を
許
し
（
帯

刀
を
許
し
）
衣
服
も
紬
（
紬
織
か
）
を
着
て
よ
い
。
他
所
へ
行
く
時
に
は
、
絹

も
自
由
に
着
用
し
て
よ
い
。
こ
の
旨
申
し
渡
す
も
の
で
あ
る
。

元

緑

三

年

七

月

十

九

日

同

上

こ
の
史
料
は
元
禄
三
年
の
史
料
な
の
だ
が
、
ま
ず
わ
か
る
こ
と
は
、
こ
の
時
、
御
目

見
無
足
人
が
八
四
人
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
御
目
見
無
足
人
は
、
帯
刀

は
元
よ
り
常
時
紬
織
を
着
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
他
所
へ
行
く
時
に
は

絹
も
自
由
に
着
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
時
代
、
一
般
の
百
姓
が
麻
や

木
綿
の
衣
服
を
着
て
い
た
の
に
対
し
て
破
格
の
特
権
で
あ
る
。

次
に
、
無
足
人
の
夫
役
の
免
除
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

｛
史
料
九
一

一
國
中
む
か
し
よ
り
す
じ
有
無
足
人
ハ
夫
役
屋
な
み
が
か
り
の
事
に
ハ
其
断
不

及

記

事

一
兄
弟
一
所
二
罷
在
候
者
弟
別
家
二
成
候
共
弟
ハ
帳
面
二
附
申
ま
し
き
事

一
奉
公
二
出
候
者
ハ
奉
公
人
と
肩
書
可
仕
事

一
薮
廻
り
山
廻
り
之
無
足
人
役
目
替
候
者
ハ
平
無
足
人
之
所
に
書
入
可
申
事

一
是
造
帳
面
二
不
附
無
足
人
在
之
帳
面
二
附
度
と
願
候
者
有
之
候
は
大
庄
や
入

念
吟
味
之
上
其
村
村
庄
や
年
寄
組
頭
共
之
一
礼
を
取
可
訴
之
詮
議
之
上
可
申

付

候

~

二
領
壱
本
下
人
召
連
可
申
と
の
無
足
人
有
之
候
は
是
又
大
庄
や
入
念
吟
味
仕

其
村
之
庄
や
年
寄
一
礼
取
可
訴
之
詮
議
之
上
申
付
候
者
御
目
見
無
足
人
之
所

へ

記

可

申

事

附
御
目
見
無
足
人
帳
如
例
年
上
ヶ
帳
扣
帳
五
月
十
日
切
二
奉
行
所
へ
差
上

ヶ

可

申

事

一
薮
廻
り
無
足
人
之
内
へ
村
之
庄
や
入
申
ま
し
く
事

右
任
先
規
且
又
去
春
津
二
而
詮
議
之
上
如
斯
条
目
相
違
無
之
様
二
改
帳
面
二

差

上

ヶ

可

申

候

也

元

祗

三

年

四

月

四

日

市

内

長

左

エ

門

一
（
伊
賀
）
国
中
で
昔
よ
り
筋
有
り
無
足
人
は
、
夫
役
屋
並
み
懸
か
り
の
事
は

記
す
に
及
ば
な
い
（
言
わ
ず
も
が
な
免
除
す
る
）
。

一
兄
弟
が
一
所
に
い
る
（
一
緒
に
住
ん
で
い
る
）
者
は
、
弟
が
別
家
を
立
て
た

と
し
て
も
、
弟
は
帳
面
（
無
足
人
帳
）
に
付
け
加
え
て
は
い
け
な
い
。

一
奉
公
に
出
た
者
は
、
（
無
足
人
家
で
あ
っ
た
と
し
て
も
）
奉
公
人
の
肩
書
で

役

目

に

つ

く

事

。

一
薮
廻
り
無
足
人
、
山
廻
り
無
足
人
の
役
目
替
は
、
平
無
足
人
の
所
に
書
き
入
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れ

る

よ

う

に

す

る

事

。

一
こ
れ
ま
で
無
足
入
帳
の
帳
面
に
付
け
な
か
っ
た
無
足
人
で
、
無
足
入
帳
の
登

録
を
願
い
出
る
者
が
あ
れ
ば
、
大
庄
屋
が
入
念
に
吟
味
し
、
そ
の
村
の
庄
屋
・

年
寄
・
組
頭
の
一
札
を
取
っ
て
上
訴
し
な
さ
い
。
詮
議
の
上
申
し
付
け
る
（
許

可

す

る

）

。

一
（
具
足
を
）
一
領
（
鑓
を
）
一
本
持
ち
、
下
人
を
召
し
連
れ
て
い
る
と
申
す
無

足
人
が
い
れ
ば
、
こ
れ
も
又
、
大
庄
屋
が
入
念
に
吟
味
し
、
そ
の
村
の
庄
屋
．

年
寄
・
組
頭
の
一
札
を
取
っ
て
上
訴
し
な
さ
い
。
詮
議
の
上
申
し
付
け
た
（
許

可
し
た
）
者
は
、
御
目
見
無
足
人
の
所
へ
記
し
て
お
く
事
。

御
目
見
無
足
人
に
付
け
加
え
、
例
年
の
よ
う
に
帳
を
提
出
し
、
控
え
の
帳
を

五
月
十
日
を
締
め
切
り
に
奉
行
所
へ
差
し
上
げ
る
よ
う
に
す
る
事
。

一
村
の
庄
屋
は
薮
廻
り
無
足
人
に
入
れ
な
い
事
。

右
の
先
の
規
則
に
則
り
、
ま
た
去
年
の
春
、
津
に
お
い
て
詮
議
の
上
こ
の
よ

う
に
条
目
が
決
ま
っ
た
の
で
間
違
い
が
な
い
よ
う
に
改
め
て
帳
面
を
差
し
上

げ

る

よ

う

に

す

る

事

元

祗

三

年

四

月

四

日

市

内

（

岨

）

長

左

エ

門

こ
の
史
料
を
ま
と
め
る
と
、

①
（
伊
賀
）
国
中
で
昔
よ
り
筋
有
る
無
足
人
、
つ
ま
り
御
目
見
無
足
人
層
は
、
夫
役
・

屋
並
み
懸
か
り
を
免
除
さ
れ
た
。

②
父
兄
が
無
足
人
で
あ
っ
て
も
、
一
所
に
居
る
間
は
、
帯
刀
・
衣
服
勝
手
次
第
で
あ

る
が
、
別
家
し
た
ら
弟
は
、
無
足
人
と
は
認
め
な
い
。
従
っ
て
帯
刀
・
衣
服
等
の

特
権
も
ま
た
剥
奪
さ
れ
る
。

③
無
足
人
家
で
も
奉
公
に
出
て
い
る
間
、
肩
書
き
は
奉
公
人
で
、
無
足
人
を
名
乗
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

④
薮
廻
り
無
足
人
、
山
廻
り
無
足
人
の
役
目
替
の
時
、
そ
の
出
入
り
は
平
無
足
人
層

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
薮
廻
り
無
足
人
、
山
廻
り
無
足
人
は
平
無
足
人
層
か
ら
し

か
な
ら
ず
、
筋
有
り
無
足
人
で
あ
る
御
目
見
無
足
人
層
は
勤
め
な
か
っ
た
。

⑤
無
足
人
の
無
足
人
帳
へ
の
登
録
は
、
藩
が
勝
手
に
行
う
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
村

の
大
庄
屋
、
庄
屋
、
年
寄
、
組
頭
の
推
薦
、
認
可
が
あ
っ
て
初
め
て
、
藩
で
詮
議

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
藩
は
そ
れ
を
追
認
す
る
形
で
あ
っ
た
。

⑥
前
述
と
同
じ
よ
う
な
内
容
だ
が
、
無
足
人
で
も
具
足
一
領
、
鑓
一
本
、
下
人
を
召

し
抱
え
て
い
る
者
は
同
様
の
手
順
の
上
、
御
目
見
無
足
人
に
付
け
加
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
無
足
入
帳
は
二
冊
あ
り
、
控
え
の
帳
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑦
村
の
庄
屋
は
、
（
た
と
え
無
足
人
家
で
あ
っ
た
と
し
て
も
）
薮
廻
り
無
足
人
に
入

れ
て
は
い
け
な
い
と
あ
る
。
薮
廻
り
無
足
人
、
山
廻
り
無
足
人
は
、
役
付
け
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
一
年
の
う
ち
何
日
か
は
公
用
を
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
、
掛
持
ち
は
不
可
で
、
庄
屋
は
薮
廻
り
無
足
人
を
勤
め
て
は
い
け
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
無
足
人
の
特
権
や
呼
称
に
つ
い
て
は
細
々
と
し
た
規
定
が
あ
っ

た
。
こ
の
史
料
か
ら
、
無
足
人
に
は
、
平
無
足
人
層
と
御
目
見
無
足
人
層
の
間
で
、

は
っ
き
り
と
し
た
身
分
的
序
列
が
あ
り
、
役
職
に
お
い
て
も
無
足
人
頭
は
御
目
見
無

足
人
層
が
、
薮
廻
り
無
足
人
・
山
廻
り
無
足
人
は
平
無
足
人
層
が
勤
め
る
と
い
う
明

確
な
決
ま
り
が
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
こ
の
触
れ
を
出
し
た
市
内
と
長
左
エ
門
は
そ
れ

ぞ
れ
矢
守
市
内
、
杉
井
長
左
エ
門
と
い
い
、
二
人
と
も
郡
奉
行
で
あ
っ
た
。
軍
事
に

お
い
て
は
、
無
足
人
頭
や
薮
廻
り
無
足
人
は
伊
賀
城
代
に
属
す
る
が
、
内
政
的
な
無

足
入
帳
の
記
載
や
無
足
人
の
勤
方
に
つ
い
て
の
心
得
の
場
合
に
は
、
村
方
支
配
担
当

の
郡
奉
行
の
采
配
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
わ
か
る
。

〔
史
料
一
○
一

令
用
捨
其
代
り
に
相
應
之
儀
可
申
付
也
縦
無
足
人
と
い
ふ
共
す
ち
な
き
も
の

ハ

地

下

な

み

可

為

事

右

慶

安

四

年

正

月

八

日

十

四

ヶ

條

ノ

内

（

皿

）

六

奉

行

用
捨
（
免
除
さ
せ
る
）
。
其
の
代
わ
り
に
き
っ
と
相
應
の
儀
申
し
付
け
る
で

あ
ろ
う
。
た
と
え
無
足
人
と
い
え
ど
も
筋
な
き
者
は
地
下
並
み
（
一
般
の
百
姓

と

同

じ

夫

役

）

で

あ

る

。

右

慶

安

四

年

正

月

八

日

十

四

ヶ

條

ノ

内

六

奉

行

こ
の
史
料
は
い
き
な
り
「
免
除
す
る
」
と
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
誰
に
何

を
免
除
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
内
容
や
他
の
史
料
か
ら
察
す
る
に
、
「
令
用
捨
」

の
前
に
は
「
む
か
し
よ
り
す
じ
有
り
無
足
人
ハ
夫
役
」
が
入
る
と
思
わ
れ
る
。
「
相
應
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○
藩
の
職
制
の
大
綱

資
料
一

之
儀
」
と
は
、
各
夫
役
を
免
除
す
る
代
わ
り
に
と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
軍
役
な
い

し
そ
れ
に
準
ず
る
勤
役
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
い
う
六
奉
行
に
つ

い
て
、
無
足
人
を
何
ら
か
の
形
で
関
わ
る
（
直
属
す
る
等
）
伊
賀
に
お
け
る
奉
行
を

考
え
る
に
、
二
人
い
る
伊
賀
奉
行
し
か
該
当
し
な
い
（
資
料
一
・
二
）
。
後
の
四
人

の
奉
行
が
何
奉
行
な
の
か
不
明
で
あ
る
。

ｌ

番

頭

（

組

頭

）

藩
の
職
制
の
大
綱
癖
靜
柚
岬
唇
酵
鍔
）
Ⅱ
鋸
葬
騨

藩
主

禰

＊

（

寛

永

一

二

年

ま

で

。

藤

堂

宮

内

家

で

の

ち

名

彊

二

万

石

で

藩

内

大

名

で

あ

る

が

、

本

藩

の

家

臣

格

）

郡

奉

行

１

Ｊ

〔
藩
の
職
制
〕

而
銅
繩
酎

山

奉

行

資
料
二一

史

料

一

二

一
國
中
其
村
村
在
來
侍
す
じ
無
足
人
ニ
ハ
荷
物
か
ち
持
人
足
役
ハ
地
下
二
而
ゆ

る

し

可

申

也

（

釦

）

明

暦

三

丁

酉

正

月

八

日

両

奉

行

一
（
伊
賀
）
国
中
村
々
に
在
来
の
侍
筋
の
無
足
人
に
は
荷
物
徒
歩
持
人
足
役
は

地

下

に

許

し

申

す

も

の

で

あ

る

。

明

暦

三

丁

酉

正

月

八

日

両

奉

行

こ
の
史
料
は
、
伊
賀
国
在
来
の
筋
有
り
無
足
人
（
御
目
見
無
足
人
層
）
に
対
し
て
、

夫
役
（
荷
物
か
ち
持
人
足
役
）
を
免
除
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

【

史

料

二

二

無

足

人

可

相

勤

覚

一
高
掛
地
下
小
入
用
糠
藁
等
可
爲
村
並
候

附
御
年
貢
米
井
糠
藁
上
野
出
し
之
蔀
自
分
之
牛
馬
に
て
可
相
務
事

一
山
手
米
可
為
村
並
事

一
其
村
之
池
井
手
普
請
惣
而
田
畑
二
懸
り
申
候
諸
役
可
為
村
並
事

一
親
兄
弟
子
共
井
被
官
た
り
と
い
ふ
井
高
を
分
別
家
二
成
候
ハ
諸
役
百
姓
並
可

為

事

癖

奉

蔀

龍

藩
主
‐
蕊
日
郷
尋

〔
領
内
支
配
（
地
方
支
配
）
の
職
制
と
系
統
〕

出
典
和
「
藩
史
大
事
典
」
第
４
巻
中
部
編
Ⅱ
東
海
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
九
年
）

社
寺
町
政
ｌ
町
年
寄
ｌ
名
主

悲
琴
裁
判
町
目
付
ｌ
小
目
付
ゞ

魂

識

善

誉

詞
習
銅
銅
周
一
Ⅱ
郡
蔀
館
ｌ
壁
庄
ｌ
庄
屋

郡
政
穀
倉

郡

驍

所

郡

目

付

（

郷

目

付

〕

手
代
同
心
牢

番

山

奉

行

（

伊

賀

領

）
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一
伊
賀
者
染
井
詰
御
屋
敷
番
共
御
歩
行
如
斯
之
御
扶
持
人
は
他
村
に
之
越
夫
其

村
之
川
除
普
請
道
作
状
夫
藏
番
任
先
例
免
之
事

一
薮
廻
り
無
足
人
諸
役
可
為
村
並
候
他
村
に
之
越
夫
其
村
之
川
除
普
請
使
任
先

例

免

之

候

事

一
御
目
見
無
足
人
平
無
足
人
共
二
他
村
に
之
越
夫
状
使
ハ
免
之
候
其
村
村
川
除

普
請
可
相
務
候
但
し
俸
役
令
用
捨
候
鍬
取
可
仕
候
名
代
二
人
を
出
し
候
ハ
可

為

百

姓

並

候

道

造

藏

番

可

為

村

並

事

一
山
廻
り
他
村
に
之
越
夫
其
村
村
之
川
除
普
請
道
造
状
使
藏
番
免
之
候
附
山
廻

（

別

）

り
之
被
官
二
人
是
（
造
）
山
廻
り
同
前
二
免
之
事

こ
の
史
料
は
、
「
無
足
人
相
勤
べ
き
事
」
と
し
て
、
御
目
見
無
足
人
層
、
平
無
足
人

層
の
階
層
毎
と
薮
廻
り
無
足
人
、
山
廻
り
無
足
人
、
伊
賀
者
、
染
井
詰
御
屋
敷
番
、

御
歩
行
の
役
職
毎
に
勤
め
る
べ
き
夫
役
（
言
い
換
え
れ
ば
、
免
除
さ
れ
る
夫
役
）
を

規
定
し
て
い
る
。
こ
の
文
書
に
は
年
月
欠
文
書
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
前
後
の
無

（

醜

）

足
人
の
覚
書
か
ら
推
し
て
元
禄
三
年
の
も
の
に
間
違
い
な
い
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
各

夫
役
に
つ
い
て
小
学
館
の
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
を
参
照
に
、
そ
の
語
句
の
意
味
に

み
ち
づ
く
り
〔
道
作
一
〔
名
〕
道
路
を
新
た
に
造
る
こ
と
。
ま
た
、
道
路
を
修
理
す
る

こ
と
。
道
普
請
。

最
後
に
、
こ
の
史
料
に
関
し
て
、
森
岡
清
美
氏
が
「
伊
賀
藩
無
足
人
制
度
の
諸
問
題
」

の
中
で
、
夫
役
の
除
を
一
覧
表
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
そ
れ
を
転
載
す
る
（
第
一

表
）
。
こ
の
表
に
よ
る
と
、
家
中
奉
公
人
で
あ
る
伊
賀
者
、
染
井
詰
御
屋
敷
番
、
御

歩
行
は
、
他
村
へ
の
越
夫
・
其
村
の
川
除
・
普
請
・
道
作
・
状
夫
・
蔵
番
の
全
て
の

夫
役
を
免
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
等
の
特
権
を
有
し
て
い
る
の
が
、
山
廻
り
無

足
人
で
あ
る
。
次
に
、
道
作
と
蔵
番
を
除
く
夫
役
を
免
除
さ
れ
て
い
る
の
が
、
薮
廻

り
無
足
人
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
た
と
え
筋
有
る
御
目
見
無
足
人

と
い
え
ど
も
、
無
役
の
者
は
、
一
般
の
無
役
の
平
無
足
人
と
同
じ
扱
い
を
受
け
て
い

る
点
で
あ
る
。
先
述
の
資
料
一
、
二
と
第
一
表
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
御
目
見
無
足

人
と
平
無
足
人
で
、
衣
類
や
勤
め
る
こ
と
が
で
き
る
役
職
に
お
い
て
は
、
は
っ
き
り

と
し
た
身
分
的
差
別
が
あ
っ
た
が
、
村
落
に
お
け
る
夫
役
の
免
除
は
、
無
役
の
者
で

つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

か
わ
よ
け
〔
川
除
］

る
こ
と
。
か
わ
よ
き
。

〔
名
〕
堤
防
な
ど
の
水
害
防
止
施
設
。
ま
た
、
そ
の
施
設
を
造

第
一
表

伊
賀
者
『
宗
国
史
」
の
「
宝
永
年
中
録
進
将
士
斑
籍
家
中
役
人
座
席
之
覚
」
の
九
○
席
目

に
伊
賀
者
の
項
目
が
あ
る
。
無
足
人
頭
よ
り
も
三
席
上
位
に
位
置
し
、
職
制
が
確
立

さ
れ
た
後
に
お
い
て
は
、
無
足
人
よ
り
も
伊
賀
者
の
方
が
、
地
位
が
高
か
っ
た
こ
と

を
示
す
。

三
、
津
藩
に
お
け
る
伊
賀
者

無
足
人
と
同
じ
く
、
そ
の
祖
先
を
伊
賀
の
地
侍
と
す
る
も
の
に
伊
賀
者
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
津
藩
に
け
る
伊
賀
者
と
し
て
、
ま
ず
、
そ
の
職
制
に
お
け
る
地
位
や
定

義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
続
い
て
、
国
約
志
篇
の
「
土
兵
條
」
と
「
宗
国
史
』
譜
篇
の

史
料
の
比
較
を
通
し
て
、
伊
賀
者
と
無
足
人
に
つ
い
て
の
比
較
を
行
う
。

は
、
全
く
階
層
の
間
で
違
い
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
い
か
に
役
の
有

無
が
重
視
さ
れ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
ま
た
、
薮
廻
り
無
足
人
と
山
廻
り
無
足
人
で
、

免
除
さ
れ
る
夫
役
が
違
う
こ
と
か
ら
、
役
職
に
お
け
る
負
担
の
違
い
も
加
味
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
軍
役
や
役
職
に
お
け
る
仕
事
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
、
村
落
に
お
け
る
夫
役
の
免
除
は
優
遇
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

奉家
役無役在公

人中

平 御山濠扶

無獺：鍔
足足 足足
人人 人人人

役在役無 ｊ
ｊ
ｊ
Ｉ
Ｉ
硴
肇
一
嶋
露

（
宗
国
八
三
二
頁
「
無
足
人
可
相
勤
克
」
に
よ
り
伸
製
）

出
典
恥
森
岡
清
美
「
伊
賀
無
足
人
制
度
の
諸
問
題
」
含
伊
賀
郷
土
史
研
究
会
誌
」
第
三
号
）

○’○’○’○’○

○’○’○

普

晴

遺

作

状

夫

○

○

○

○

○

○

○

○
○○

圓團○

O印は免せられる夫役
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〔

史

料

一

三

古
細
作
之
職
也
、
常
時
在
伊
賀
、
属
奉
行
、
公
東
親
、
從
行
直
邸
中
、
属
留
守

居
、
按
定
彊
之
時
、
不
聞
別
有
此
目
、
元
和
清
平
之
後
、
累
畢
十
數
人
、
當
時

細
作
之
巧
、
江
之
甲
賀
、
及
伊
之
諸
村
、
冠
天
下
、
故
世
人
穂
細
作
、
直
言
伊

賀
者
、
或
言
甲
賀
者
、
公
之
所
募
、
不
必
悉
出
伊
賀
、
蓋
通
稗
也
一
日
、
忍

（

鋼

）

者
、
邦
言
指
微
行
、
謂
忍
、
本
官
在
戦
場
、
能
潜
行
入
敵
営
、
因
名

古
く
は
し
の
び
の
者
、
間
者
の
職
で
あ
っ
た
。
常
時
伊
賀
に
い
て
、
（
伊
賀
）

奉
行
に
属
し
た
。
藩
主
が
江
戸
に
下
る
時
に
は
、
そ
れ
に
随
行
し
、
江
戸
屋
敷

で
宿
直
を
し
た
。
そ
の
時
は
、
江
戸
の
留
守
居
役
に
属
し
た
。
高
虎
の
慶
長
十

三
年
伊
賀
移
封
の
職
制
の
中
に
は
、
（
伊
賀
者
の
）
項
目
は
な
く
、
元
和
清
平

の
後
、
（
伊
賀
者
を
）
十
数
人
挙
げ
て
登
用
し
た
。
当
時
し
の
び
、
間
者
の
巧

み
な
者
は
、
近
江
の
甲
賀
及
び
伊
賀
の
諸
村
（
の
者
）
で
あ
り
、
天
下
一
で
あ

っ
た
。
故
に
、
世
の
中
の
人
々
は
、
し
の
び
、
間
者
を
称
し
て
、
伊
賀
者
、
或

い
は
甲
賀
者
と
言
っ
た
。
高
虎
が
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
必
ず
し
も
全
員
が
伊
賀

よ
り
出
た
（
伊
賀
出
身
者
）
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
思
う
に
、
伊
賀
者
は
、
細

作
（
し
の
び
の
者
、
間
者
）
の
通
称
で
あ
る
。
忍
は
日
本
の
言
葉
で
し
の
び
ゆ

く
を
指
す
。
い
わ
ゆ
る
忍
と
は
、
戦
場
に
あ
っ
て
、
よ
く
敵
陣
に
潜
行
す
る
こ

と
か
ら
忍
と
名
付
け
た
と
い
う
。

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
伊
賀
者
は
、
元
和
値
武
以
後
に
組
織
さ
れ
、
藩
主
の
東
行

に
随
行
し
、
藩
主
を
守
る
護
衛
と
し
て
、
御
庭
番
的
に
藩
邸
で
宿
直
を
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、

一

史

料

一

凹

廿
人
之
し
の
ひ
ノ
者
十
人
宛
替
番
江
戸
へ
可
相
詰
候

時
十
九
人
也
翌
年
閏
三
月
下
ル

（

別

）

寛

永

十

三

年

七

月

十

四

日

二
十
人
の
し
の
び
の
者
（
の
内
）
十
人
を
替
番
に
宛
が
え
、
江
戸
へ
詰
め
さ
せ
る
。

時
に
十
九
人
で
あ
っ
た
。
翌
年
閏
三
月
（
江
戸
へ
）
下
る
。

寛

永

十

三

年

七

月

十

四

日

と
あ
る
よ
う
に
、
当
初
は
、
二
○
人
を
二
組
に
分
け
、
一
組
は
藩
主
の
東
行
に
際
し

て
、
身
辺
警
護
を
任
務
と
し
て
、
江
戸
で
は
染
井
屋
敷
に
詰
め
、
染
井
留
守
居
役
の

支
配
化
に
直
属
し
た
。
も
う
一
方
の
組
は
、
伊
賀
国
に
あ
っ
て
、
在
郷
に
在
り
な
が

ら
上
野
府
の
伊
賀
屋
敷
に
詰
め
、
伊
賀
奉
行
に
直
属
し
た
。
在
国
の
者
の
任
務
は
鳥

目
付
と
し
て
、
烏
之
法
度
を
監
視
す
る
こ
と
と
御
番
で
あ
っ
た
。
鳥
之
法
度
と
は
、

在
々
に
て
鉄
砲
で
み
だ
り
に
鳥
を
撃
つ
こ
と
の
禁
止
で
あ
る
。
烏
を
獲
る
と
い
う

こ
と
は
、
鉄
砲
を
使
用
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
鉄
砲
に
つ
い
て
の
禁
令
は
、

藩
政
の
禁
制
の
上
で
は
、
最
も
厳
し
い
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
初
期
の
幕
藩
体

制
が
脆
弱
で
あ
っ
た
時
期
は
、
鉄
砲
は
一
撲
に
つ
な
が
る
重
要
な
武
器
で
あ
っ
た
た

め
、
監
視
は
厳
し
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
伊
賀
者
が
在
々
郷
々
を
廻
っ
て
、
許
可
な

（

弱

）

く
鉄
砲
を
使
用
す
る
者
の
な
い
よ
う
見
廻
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
烏
之
法
度
に
つ

い
て
は
、
「
烏
」
と
限
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
領
主
が
鷹
狩
り
を
行
う
の
に
必
要

な
小
鳥
を
保
護
す
る
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
。

一
方
、
江
戸
詰
め
と
な
っ
た
伊
賀
者
は
、

【
史
料
一
五
一

忍
之
衆
前
前
ハ
在
在
に
罷
在
半
分
ハ
耕
作
も
致
候
今
ハ
江
戸
詰
い
た
し
候
て
勝

手
迷
惑
候
間
少
宛
御
心
附
奉
願
候

（

泌

）

寛

永

十

四

年

九

月

忍
の
衆
前
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
在
郷
に
在
り
、
半
分
は
耕
作
し
て
い
た
が
、
今
は

江
戸
詰
を
し
て
お
り
、
勝
手
迷
惑
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
御
心
（
金
や
米
）

を
宛
が
い
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寛

永

十

四

年

九

月

と
あ
る
よ
う
に
、
伊
賀
に
い
た
時
は
、
半
分
は
（
こ
こ
で
い
う
半
分
と
は
、
二
○
人

の
半
分
の
意
で
は
な
く
、
時
間
的
半
分
で
あ
る
。
）
耕
作
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た

が
、
江
戸
詰
に
な
る
と
、
逆
に
生
活
に
困
窮
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
○
人
を
二
組
に
分
け
、
在
国
と
江
戸
詰
と
交
互
に
す

る
こ
と
で
、
不
公
平
を
な
く
そ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の

よ
う
に
待
遇
が
悪
く
、
生
活
が
困
窮
し
て
し
ま
え
ば
、
よ
り
良
い
仕
官
先
に
流
れ
る

の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
伊
賀
に
い
た
、
い
わ
ゆ
る
忍
の
者
全
員
が
津
藩
に
召

し
抱
え
ら
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
伊
賀
に
お
け
る
忍
の
者
の
こ
の
状
況
が
、
次
の
第

二
節
で
述
べ
る
あ
る
事
件
を
引
き
起
こ
す
の
で
あ
る
。

伊
賀
者
と
無
足
人
の
比
較

こ
の
節
で
は
、
第
二
章
で
述
べ
た
無
足
人
と
第
三
章
第
一
節
で
述
べ
た
伊
賀
者
に
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つ
い
て
、
あ
る
事
件
を
事
例
に
、
国
約
志
篇
の
「
士
兵
條
」
と
『
宗
国
史
」
譜
篇
の
史

料
を
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
共
通
点
と
相
違
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

「
宗
国
史
』
譜
篇
に
お
い
て
、
無
足
人
は
、
「
農
兵
」
と
「
土
兵
」
の
二
種
に
区
分
し
て
、

書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
農
兵
は
無
足
人
頭
、
藪
廻
り
無
足
人
を
指
し
、

土
兵
は
無
役
の
一
般
無
足
人
を
指
し
て
い
る
。

先
に
も
述
べ
た
が
、
伊
賀
の
忍
の
者
を
取
り
巻
く
状
況
が
要
因
と
な
っ
て
、
あ
る

一
つ
の
事
件
が
起
き
た
。
そ
の
事
件
と
は
、
寛
永
一
四
年
に
伊
賀
藩
に
命
じ
て
、
封

内
の
土
兵
の
内
、
「
他
邦
に
宣
す
る
者
」
を
国
外
へ
追
放
し
た
事
件
で
あ
る
（
永
井
信

濃
守
、
岡
部
美
濃
守
、
松
平
下
総
守
に
仕
え
て
い
た
土
兵
が
家
族
も
ろ
と
も
追
放
さ

れ
た
）
。
さ
て
、
本
題
に
戻
る
が
、
こ
の
事
件
は
、
「
宗
国
史
」
譜
篇
で
は
、
「
土
兵
」

と
記
さ
れ
、
同
じ
く
国
約
志
篇
の
「
土
兵
條
」
で
は
、
「
伊
賀
者
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
『
宗
国
史
』
譜
篇
に
お
い
て
は
、
伊
賀
者
は
、
無
役
の
一
般
無
足
人
と
同

一
視
さ
れ
、
土
兵
に
区
分
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
藩
制
が
確
立
さ
れ
た

後
は
、
伊
賀
者
と
無
足
人
は
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
職
制
に
お

い
て
、
伊
賀
者
の
方
が
、
席
が
上
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
宝
永
年
中
録
進
将

士
斑
籍
家
中
役
人
座
席
之
覚
」
で
は
、
伊
賀
者
は
第
九
○
籍
、
無
足
人
頭
は
第
九

三
席
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
藩
政
初
期
に
お
い
て
は
、
伊
賀
者
の
史
料
の
中
に
、
「
不

聞
別
有
此
目
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
だ
職
制
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
伊
賀
者
と
無

足
人
が
や
は
り
同
一
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
、
『
宗
国
史
』
譜
篇
と
国
約
志
篇
の
「
士
兵
條
」
か
ら
伊
賀
者
と
無
足
人
に
対

す
る
表
記
の
違
い
と
区
分
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
次
に
今
ま
で
見
て
き
た
史
料
か
ら

わ
か
る
無
足
人
と
伊
賀
者
の
共
通
点
、
相
違
点
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

〈
共
通
点
〉

①
伊
賀
者
、
無
足
人
共
に
そ
の
出
自
が
、
基
本
的
に
伊
賀
の
地
侍
層
で
あ
る
。
（
一

部
例
外
と
し
て
他
国
出
身
者
も
い
る
）

〈
相
違
点
〉

①
無
足
人
頭
、
薮
廻
り
無
足
人
が
上
野
城
代
に
属
し
た
の
に
対
し
て
、
伊
賀
者
は
伊

賀
奉
行
に
属
し
た
。

②
無
足
人
が
無
足
人
頭
を
筆
頭
に
組
織
化
さ
れ
て
、
上
野
城
代
に
属
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
伊
賀
者
は
、
そ
の
性
格
上
、
個
々
に
伊
賀
奉
行
に
属
し
た
。

③
無
足
人
が
軍
事
的
予
備
兵
力
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
大
庄
屋
や
庄
屋
と
な
っ

四
、
伊
賀
国
無
足
人
制
度
の
実
態

以
上
伊
賀
国
の
無
足
人
制
度
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
き
た
が
、
結
論
か
ら
言
う
と
、

伊
賀
の
無
足
人
制
度
は
、
「
藩
制
と
村
落
社
会
の
両
側
面
に
お
い
て
、
藩
政
を
補
填

し
た
極
め
て
合
理
的
な
制
度
」
で
あ
っ
た
。
軍
事
と
内
政
と
い
う
両
極
の
分
野
で
、

そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役
割
を
担
い
、
津
藩
に
と
っ
て
存
在
価
値
の
高
い
制
度
で
あ
っ

た
。
以
下
に
軍
事
面
と
内
政
面
に
お
け
る
無
足
人
制
度
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
ま
と

め
る
。

〈
軍
事
面
〉

元
和
値
武
以
後
、
過
大
な
武
力
の
削
減
が
、
藩
に
と
っ
て
急
務
と
な
り
、
伊
賀
地

侍
を
無
足
人
と
し
て
登
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
少
の
経
費
で
も
っ
て
最
大
の
予

備
兵
力
を
確
保
す
る
。

〈
内
政
面
〉

天
正
伊
賀
の
乱
後
も
、
依
然
と
し
て
、
宮
座
の
運
営
・
多
数
の
被
官
を
有
す
る
な

ど
村
落
内
で
指
導
者
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
伊
賀
地
侍
を
登
用
す
る
こ
と
で
、
そ

の
一
般
の
百
姓
に
対
す
る
優
位
性
を
利
用
し
て
治
安
の
安
定
化
、
村
落
支
配
の
潤
滑

を
図
る
。

軍
事
面
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
現
代
の
社
会
問
題
と
似
通
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も

企
業
が
正
社
員
の
数
を
減
ら
し
、
派
遣
社
員
や
期
間
従
業
員
を
多
用
し
た
こ
と
は
、

津
藩
が
正
規
の
軍
事
要
員
を
減
ら
し
、
伊
賀
地
侍
を
登
用
し
た
理
由
と
全
く
同
じ
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
最
少
の
経
費
で
も
っ
て
、
即
戦
力
の
人
材
を
確
保
し
た
い
と
い
う

考
え
で
あ
る
。

内
政
面
に
関
し
て
も
非
常
に
合
理
的
で
あ
る
。
村
落
内
に
お
け
る
既
存
の
勢
力
関

係
を
そ
の
ま
ま
藩
の
在
郷
支
配
の
機
構
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
か
ら
手
探

て
、
津
藩
の
在
郷
支
配
に
お
い
て
の
役
割
を
果
た
し
た
の
に
対
し
て
、
伊
賀
者
は

烏
之
法
度
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
内
部
的
に
は
目
付
・
監
視
、
外
部
的
に
は
間

諜
と
軍
事
的
要
素
が
強
い
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
伊
賀
者
と
無
足
人
に
つ
い
て
、
そ
の
系
譜
は

同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
役
割
に
つ
い
て
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
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『宗国史』に見る伊賀国無足人制度

り
で
創
め
る
よ
り
も
手
間
が
省
く
こ
と
が
で
き
、
何
よ
り
村
落
支
配
を
円
滑
に
し
、

治
安
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

今
回
本
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
最
も
参
考
に
し
た
文
献
は
、
「
宗
国
史
」
と
久

保
文
武
氏
の
「
伊
賀
国
無
足
人
の
研
究
』
で
あ
る
。
『
伊
賀
国
無
足
人
の
研
究
』
は
、

無
足
人
制
度
に
つ
い
て
、
非
常
に
多
く
の
事
例
を
盛
り
込
み
、
史
料
も
た
く
さ
ん
載

せ
て
い
る
こ
と
か
ら
研
究
史
上
出
発
点
と
な
る
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
久
保
氏

の
意
見
を
踏
襲
す
る
だ
け
で
は
、
先
行
研
究
を
な
ぞ
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ

で
、
久
保
氏
の
意
見
は
、
無
足
人
に
関
す
る
一
意
見
と
す
る
に
と
ど
め
、
久
保
氏
へ

の
批
判
を
通
し
て
、
自
分
な
り
の
論
点
や
問
題
点
を
導
き
出
す
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
三
宗
国
史
」
か
ら
見
る
伊
賀
国
無
足
人
制
度
」
と
し
て
、
使
っ
た
史

料
は
、
『
宗
国
史
』
の
史
料
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
今
後
の
研
究
で
は
、
伊
賀
城

代
家
老
日
記
の
『
永
保
記
事
略
」
や
、
津
藩
の
三
代
史
書
の
一
つ
「
庁
事
類
変
』
な
ど

も
参
考
に
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

更
に
、
今
回
本
稿
を
書
き
終
え
て
痛
感
し
て
い
る
こ
と
は
、
史
料
を
読
む
に
留
ま

り
、
無
足
人
の
特
権
に
つ
い
て
、
階
層
・
役
職
毎
（
ど
の
無
足
人
に
対
し
て
認
め
ら

れ
た
特
権
か
）
、
年
代
毎
（
い
つ
の
時
代
に
認
め
ら
れ
た
特
権
か
）
、
内
容
毎
（
ど
の

よ
う
な
特
権
か
）
、
誰
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
特
権
が
発
動
さ
れ
る
場

所
は
ど
こ
か
（
藩
か
村
か
）
、
国
毎
な
ど
体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
項
目
毎
に
無

足
人
の
特
権
を
表
に
し
、
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
同
じ
津
藩
内
で
も
、
伊
賀
国
の
無
足
人
と
そ
の
他
の
無
足
人
（
伊
勢
、

大
和
、
山
城
国
な
ど
の
無
足
人
）
で
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
っ
た
の
か
、
同
年
代

の
特
権
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
国
毎
の
無
足
人
に
対
す
る
藩
の
姿
勢
や
、
伊
賀
国
無

足
人
制
度
の
特
殊
性
が
よ
り
浮
き
彫
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
読
み
に
関
し
て
も
為
政
者
の
側
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
無
足
人
の
側
か
ら
の

視
点
で
も
史
料
を
読
む
と
い
う
作
業
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
『
大
和
国
無
足
人
日
記
』
な
ど
無
足
人
自
身
が
書
い
た
史
料
を
読
み
、
生

の
無
足
人
の
生
活
の
様
子
や
考
え
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
以
上
の
課

注
（
１
）
藤
田
達
生
『
江
戸
時
代
の
設
計
者
異
能
の
武
将
・
藤
堂
高
虎
』
（
講
談
社
、

二

○

○

六

年

）

。

（
２
）
「
國
史
大
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
）
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

無
足
は
知
行
や
俸
禄
の
無
い
意
味
で
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
所
領
の
な
い

こ
と
を
い
っ
た
。
鎌
倉
幕
府
で
は
正
治
二
（
一
二
○
○
）
年
十
二
月
に
、
治
承
・

養
和
以
後
の
新
恩
地
で
五
百
町
を
越
え
る
者
に
は
、
そ
の
余
分
を
召
し
放
し
て

無
足
の
近
士
に
与
え
よ
う
と
し
て
宿
老
ら
を
周
章
さ
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
御

成
敗
式
目
」
に
は
、
長
子
で
あ
り
な
が
ら
何
ら
か
の
理
由
で
父
母
の
所
領
の
配

分
に
与
ら
な
か
っ
た
者
に
、
跡
を
つ
い
で
嫡
子
と
な
っ
た
者
か
ら
五
分
の
一
を

分
与
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
が
、
そ
の
者
を
無
足
の
兄
と
称
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
所
領
の
な
い
場
合
を
無
足
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
転
じ
て
、
所
領
か
ら

の
収
益
の
な
い
こ
と
な
ど
を
無
足
と
い
い
、
さ
ら
に
所
領
の
な
い
者
を
無
足
人

と
か
無
足
衆
、
あ
る
い
は
単
に
無
足
と
い
う
こ
と
は
中
世
後
期
に
は
広
く
行
わ

れ
た
。
（
略
）
江
戸
幕
府
で
は
、
御
家
人
な
ど
の
次
・
三
男
で
無
足
の
者
は
無
足

部
屋
住
と
呼
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
奉
公
を
命
ず
る
場
合
に
は
新
規
召
抱
か
見
習

勤
に
し
て
、
役
名
の
場
所
へ
は
任
用
し
な
い
原
則
で
あ
っ
た
が
、
幕
末
に
は
術

業
に
す
ぐ
れ
た
者
は
役
名
の
場
所
へ
も
採
用
を
認
め
た
。
し
か
し
当
主
に
な
る

ま
で
は
本
役
に
し
な
い
定
め
で
あ
っ
た
。
諸
藩
で
も
無
足
組
な
ど
の
名
称
を
残

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
無
足
人
制
度
を
設
け
て
い
た
の
は
藤
堂
氏
の
津
藩
と

そ
の
分
家
の
久
居
藩
で
、
そ
の
領
分
の
あ
っ
た
伊
勢
・
伊
賀
・
大
和
・
山
城
な

ど
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
無
足
人
は
他
藩
の
郷
士
や
地
士
に
相
当
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
無
足
人
は
村
落
に
居
住
す
る
が
、
苗
字
・
帯
刀
を
許
さ
れ
、
具
足
一
領
．

鑓
一
筋
を
所
持
し
、
戦
時
に
は
出
陣
す
る
用
意
を
必
要
と
し
、
幕
末
維
新
の
際

に
は
、
大
和
天
誌
組
と
の
戦
い
や
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
な
ど
に
従
軍
し
た
者
も
あ

っ
た
。
無
足
人
の
制
度
は
伊
賀
で
始
め
ら
れ
た
。
天
正
九
（
一
五
八
一
）
年
の

織
田
信
長
の
伊
賀
攻
略
に
あ
た
っ
て
反
抗
し
た
在
地
領
主
の
う
ち
、
民
間
に
隠

れ
て
、
や
が
て
土
着
し
た
者
も
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
者
に
半
士
半
農
の
地
位

題
に
関
し
て
は
、
今
後
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。
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（
９
）
前
掲
『
宗
国
史
』
下
巻
、
三
九
五
頁
、
職
品
志
宝
永
年
中
録
進
将
士
斑
籍

（
８
）
森
岡
清
美
「
伊
賀
藩
無
足
人
制
度
の
諸
問
題
」
『
伊
賀
郷
土
史
研
究
会
誌
』
第

約
志
民
政
雑
録
」
下
巻
（
同
朋
舎
出
版
部
、

（
７
）
前
掲
『
伊
賀
国
無
足
人
の
研
究
」
、
九
頁
。

（
６
）
藤
堂
高
文
編
藤
堂
高
芥
校
訂
上
野
市
古
文
献
刊
行
会
編
『
宗
国
史
国

約
志
民
政
雑
録
」
下
巻
（
同
朋
舎
出
版
部
、
一
九
八
一
年
）
、
二
八
五
頁
。

（
５
）
同
右
、
四
六
頁
。

（
３
）
久
保
文
武
「
伊
賀
国
無
足
人
の
研
究
』
（
同
朋
舎
、
一
九
九
○
年
）
、
二
五
頁
。

（
４
）
藤
堂
高
文
編
藤
堂
高
芥
校
訂
上
野
市
古
文
献
刊
行
会
編
『
宗
国
史
譜

篇
』
上
巻
（
同
朋
舎
出
版
部
、
一
九
七
九
年
）
、
四
六
頁
。

を
与
え
て
、
藩
へ
の
抵
抗
を
弱
め
る
目
的
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
が
伊

勢
そ
の
他
の
所
領
に
も
及
ん
だ
。
無
足
人
に
取
り
立
て
ら
れ
た
者
は
、
初
期
に

お
い
て
は
由
緒
あ
る
筋
目
の
者
で
あ
っ
た
が
、
後
期
に
な
る
と
、
村
役
人
と
し

て
精
勤
し
た
者
や
金
穀
を
藩
に
調
達
し
た
者
か
ら
取
り
立
て
ら
れ
た
。
大
庄
屋

や
庄
屋
も
無
足
人
か
ら
取
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
農
民
統
制
上
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
。
無
足
人
は
夫
役
・
棟
割
な
ど
の
課
役
は
免
ぜ
ら
れ
、
村
落

内
で
は
特
別
な
地
位
を
占
め
、
村
域
を
越
え
て
無
足
講
を
結
成
し
た
り
、
神
社

の
祭
祀
に
あ
た
っ
て
は
無
足
人
座
と
い
う
宮
座
を
つ
く
っ
た
り
も
し
た
。
無
足

人
が
窮
乏
し
て
、
｜
領
一
筋
の
武
具
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
軍
用
を
勤
め

ら
れ
な
く
な
れ
ば
、
帯
刀
・
衣
服
免
許
の
書
付
を
返
上
し
て
、
そ
の
身
分
を
失

っ
た
。
明
治
維
新
後
、
家
筋
由
緒
の
あ
る
者
は
由
緒
書
を
提
出
し
て
士
族
に
編

入
さ
れ
た
。
な
お
田
地
を
持
た
な
い
無
高
百
姓
を
無
足
人
と
称
し
た
地
方
も
あ

る
0

三
号
、
七
○
頁
。

前
掲
「
宗
国
史
』
下
巻
、
四
二
八
～
三
二
頁
、

前
掲
「
伊
賀
国
無
足
人
の
研
究
」
、
三
九
頁
。

同
右
、
五
八
頁
。

同
右
、
五
八
言

前
掲
「
伊
賀
藩
無
足
人
制
度
の
諸
問
題
」
、
六
三
頁
。

家
中
役
人
座
席
之
覚
。

「
統
集
懐
録
」
。

『
宗
国
史
」
、
一
下

同
右
、
六
八
頁
。

巻
、

国
約
志
土
兵
條
、
三
一
九
頁
。

兵
賦
志
越
前
戒
嚴
簿
書
。

（
Ⅳ
）
同
右
、
三
一
九
頁
。

（
肥
）
同
右
、
三
一
八
頁
。

（
ぬ
）
同
右
、
三
一
九
頁
。

（
別
）
同
右
、
三
一
九
頁
。

（
虹
）
同
右
、
三
一
九
頁
。

（
〃
）
前
掲
『
伊
賀
国
無
足
人
の
研
究
」
、
七
八
頁
。

（
詔
）
前
掲
「
宗
国
史
」
下
巻
、
職
品
志
宝
永
年
中
録
進
将
士
斑
籍
家
中
役
人

座

席

之

覚

、

三

九

五

頁

。

（
型
）
前
掲
『
宗
国
史
」
下
巻
、
国
約
志
諸
司
規
條
、
三
三
七
頁
。

（
お
）
前
掲
「
伊
賀
国
無
足
人
の
研
究
』
、
二
五
○
頁
。

（
妬
）
前
掲
「
宗
国
史
』
下
巻
、
国
約
志
諸
司
規
條
、
三
三
七
頁
。

（

本

学

文

学

研

究

科

史

学

専

攻

博

士

課

程

前

期

課

程

）
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